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は　じ　め　に

イチゴ炭疽病が難防除病害とされる要因は，現在の作
付け品種と栽培環境にある。作付け品種の要因には，愛
媛県内でも 1980年代後半に品種更新された ‘女峰’（赤
木ら，1985），1990年代後半から順次導入された ‘さち
のか’（森下ら，1997），‘紅ほっぺ’（竹内ら，1999）等が，
いずれも炭疽病に対する罹病性が高いことがある。一
方，栽培環境の要因には，小型ポットを利用した育苗シ
ステムでは 1ポット当たりの培土量が少なく軽量化され
ている分，3～ 4回/日の頭上灌水が必要とされ，本病
の発生を助長する多湿環境となりやすいことが挙げら
れ，適切な防除対応が必須となっている。

2013～ 14年，愛媛県内で露地育苗されているイチゴ
小葉に見られた赤色小斑（口絵①）からイチゴ炭疽病菌
の特徴を有するカビが 30.0～ 81.8％の割合で分離され
ることを確認した。この赤色小斑は大きさ 1～ 3 mmで
葉表側から葉裏側へ病斑が突き抜けており，2013年の
接種試験の際，初めて着目した症状（口絵②）となる（奈
尾，2013）。従来から小葉で確認される病斑は表面的に
発症する汚斑症状（山本，1971）と葉縁から生じる大型
病斑（石川，2005）であり，赤色小斑とは明らかに異な
る。本稿では赤色小斑から分離された炭疽病菌の所属，
発症条件に検討を加えた結果と防除対策について述べ
る。

I　現地調査における病徴観察

2013年 10月に品種 ‘レッドパール’（芝，2012），同年
10月と 2014年 8月に品種 ‘紅ほっぺ’の露地圃場で赤色
小斑を有する小葉を観察した。調査圃場では，いずれも
小型ポットを利用して高設育苗されており，汚斑症状
や，病斑による葉柄の折損など炭疽病が発生しているこ
とを確認した。2013年 10月確認の ‘レッドパール’，‘紅
ほっぺ’が栽植された圃場では，本病の発生最盛期（8

～ 9月）を勘案すると発症から日数が経過していたとみ

られ，褐色に変化し，斑点内部が白変する症状もあった。
これに対して，2014年 8月確認の ‘紅ほっぺ’では発生
初期の赤色小斑であった。表―1に示す通り，赤色小斑
の供試切片から炭疽病菌の特徴を示す菌は，2013年 10

月の検定では 30.0～ 50.0％，2014年 8月には 81.8％の
割合で分離された。なお，2013年 10月に分離された他
菌種の Alternaria属菌，Chaetomium属菌は，低率の分
離頻度からみて二次寄生菌であり病原性はないと判断し
た。ところで，小葉で赤色小斑と大きさが同等となる汚
斑症状は，SMITH（2008）が，えそを示さないこと，KIM 

et al.（1992）や秋田（2001）が，葉表のみで葉裏まで
病勢進展しないことを観察している。今回確認された赤
色小斑は，えそ部分を生じており（口絵①），葉表側か
ら葉裏側まで病斑が突き抜け，汚斑症状の特徴とは明ら
かに異なっていた。

II　分離菌の形態観察による同定

2014年 8月の赤色小斑から R―1菌株，R―2菌株を，
対照菌株として，同圃場より採取した汚斑症状から B―1

菌株，B―2菌株を得た。この 4菌株を供試し，ジャガイ
モブドウ糖寒天培地（PDA培地）をプラスチックシャ
ーレに分注し固化させたものに移植して 12時間近紫外
線照射＋ 12時間暗黒下の 25℃で培養し，分生子の形態
などを既報の文献と比較調査した。また，ジャガイモ・
ニンジン寒天培地（PCA培地，ジャガイモ・ニンジン
各 20 g/lの煎汁液，寒天粉末 18 g/l）によるスライドカ
ルチャーで形成させた付着器の形態も併せて調査した。
その結果，分生子は単胞，円筒形，両端鈍円であった（図
―1）。大きさは R―1菌株が 13.0～ 20.0× 5.6～ 8.0μm, 
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表－1　異なる圃場のイチゴ小葉の赤色小斑からの分離菌

採集年月 品種名
供試
切片数

対象菌が分離された切片割合
（％）

炭疽病菌 他の菌種 未分離

2013年 10月

レッド
パール

20 30.0 20.0 45.0

紅ほっぺ 12 50.0 0 50.0

2014年  8月 紅ほっぺ 11 81.8 0 18.2

他の菌種は，Alternaria，Chaetomium属菌．
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R―2菌株が 12.0～ 18.0× 4.0～ 8.0μmであったが，他
県でイチゴ炭疽病菌 Colletotrichum gloeosporioidesを同
定した岡山（1989），石川ら（1989），松尾（1990）が測
定した大きさには変異があり，今回の供試菌株だけが大
きく逸脱することはないと判断した（表―2）。また，付
着器はR―1菌株，R―2菌株とも褐色，不定形を示した（図
―1）。大きさは R―1菌株が 7.0～ 13.0× 5.6～ 10.0μm, 

R―2菌株が 7.0～ 14.0× 5.0～ 8.0μmであった。稲田・
山口（2006）はC. gloeosporioidesの付着器の大きさを6.7

～ 16.1× 4.7～ 10.5μm（Cs―1菌株），8.0～ 14.5× 4.8

～ 10.9μm（Cs―3菌株）と測定しており，R―1菌株，R―
2菌株の大きさは，これらとほぼ一致した。また，ITS1, 

ITS2を含む rDNAの塩基配列を Basic Local Alignment 

Search Tool（BLAST）により，国際塩基配列データベ
ースで相同性検索を行ったところ，R―1菌株，R―2菌株
ともアクセッションナンバー GU066703, GU066619の
Glomerella cingulata や FJ550213 の C. gloeosporioides, 

JF730185の Colletotrichum sp.と 100％の相同性を示し，
形態観察の結果が強く支持された。なお，本菌の所属で

あるが，近年，WEIR et al.（2012）は，C. gloeosporioides

について，遺伝学的解析の結果から複数種に分割するこ
とを提案している。よって，今回の分離菌は，C. gloeo-

sporioides sensu latoと種複合体として同定した。

III　分離菌の病原性確認と赤色小斑の発現

接種試験にはポリポット（直径：10.5 cm）植えの品
種 ‘紅ほっぺ’，を用い，滅菌水で 5.0× 105個/mlに調
整した分生子を株当たり 1 mlずつ葉表のみに少量接種
した。接種後は人工気象室内（小糸工業（株）製，
2 kKG―106SHLD―特）にて24, 36時間ポリ袋内で被覆後，
気温 28℃，光量子束密度 129μmol/m2S（照度 8,300 

lux），湿度 60％，明条件 16時間，暗条件 8時間で管理
した。接種14日後まで病徴観察し，病斑総数，赤色小斑，
汚斑症状の発生割合を求めたところ，被覆時間 24時間
よりも 36時間の病斑総数は多くなったが，赤色小斑は
汚斑症状に比べ病斑数は少なかった。なお，汚斑症状が
接種 3日後に生じること（奈尾，2006）に対して，赤色
小斑の発現は，接種 7日後には確認されず，接種 14日
後に確認され，汚斑症状よりも発現時期が遅いことや汚
斑症状から分離した B―1, B―2菌株を接種したイチゴ株
でも赤色小斑を生じることが確認された（表―3）。今回
の接種試験では，汚斑症状の発生の多い区で赤色小斑が
必ずしも多くなることはなく，同一葉で汚斑症状と赤色
小斑が混在する場合も見られた。すなわち，汚斑症状か
ら赤色小斑に移行しないことや赤色小斑は株や小葉単位
の違いではなく，本菌が感染した極めて限定的な葉組織
の生理的な要因により発現有無が決定することが推察さ
れた。ところで，現地の栽培株を観察すると小葉に 1個
のみ赤色小斑を生じている株も見られた（口絵参照）。
従来，小葉での斑点症状は，汚斑症状の特徴を指すこと
から，①えそを生じないこと，②葉表から葉裏に突き抜

表－2　分離菌と既報のイチゴ炭疽病菌の分生子の大きさ比較

菌株名または出典 長径（μm） 短径（μm）

R―1 13.0～ 20.0 × 5.6～ 8.0

R―2 12.0～ 18.0 × 4.0～ 8.0

B―1 12.0～ 19.0 × 5.0～ 7.0

B―2 13.0～ 18.0 × 5.0～ 7.0

岡山（1989） 16.3～ 21.3 × 3.8～ 6.3

石川ら（1989） 17    ～ 22 × 4    ～ 7

松尾（1990） 10.0～ 16.3 × 4.0～ 6.0

R―1，R―2は赤色小斑，
B―1，B―2は汚斑症状より分離した菌株

1 2
図－1　 分離菌（R―1菌株）の分生子と付着器

1：分生子，2：付着器．スケールバー：10μm．
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けないことが指標となっている。したがって，赤色小斑
は，炭疽病に該当しないとして見逃されていた可能性が
ある。また，赤色小斑は古くなると褐色に変化したり斑
点内部が白変している場合もあったが，現場での呼称を
複雑化させないため，一括して赤色小斑と呼称したい。

IV　赤色小斑の発生と防除対策

HOWARD et al.（1992）は，小葉での汚斑症状の発生後は，
本病を制御するためにすべての可能な防除努力を開始す
べきとしている。すなわち，局部病斑を示す小葉の汚斑
症状はクラウン部への感染の疑いが強いことに加えて，
分生子を形成する大型病斑（石川，2005）は周辺健全株
に伝染するため，伝染源の排除を目的に早期に搬出する
必要がある（愛媛県，2015）。接種試験の病徴再現により，
赤色小斑は本菌の分生子飛散により発生することが強く
示唆された。
愛媛県ではイチゴ炭疽病の防除は，以下の通りとなっ

ている。
①　無病親株の確保　発病圃場からの採取苗を親株に
しない
②　発病株の除去　小葉，葉柄の発病株を早期に除去
する
③　多湿の回避　頭上灌水を避け，下位葉・古葉を除
去する
④　肥培管理　多窒素を避ける

⑤　薬剤防除　ローテーション使用を基本として薬剤
を定期散布する

赤色小斑が発生した場合，これは炭疽病の一症状であ
ることから，上記と同様の防除方針を取る必要がある。

お　わ　り　に

最近のイチゴの育種目標は，耐病性付与よりも大果
性，果実品質が重視され ‘女峰’，‘とよのか’，‘さちのか’
等のイチゴ炭疽病の罹病性品種が育種親に利用されてい
る。このため，新しい品種に更新された後にもイチゴ炭
疽病が継続して発生する原因となっている（曽根，
2005）。2013年の接種試験では ‘あまおとめ’（伊藤・松澤，
2008），‘紅ほっぺ’，‘さちのか’の 3品種ではいずれも大
差なく赤色小斑が再現されたことから，罹病性品種が作
付けされる限り，いずれの品種でも発生する可能性があ
る。本病の対策では罹病株の早期除去が重要であり，病
徴把握がその第一歩となる。ただし，赤色小斑は小葉へ
の付傷など，生理障害により発生する可能性もある。以
上のことを踏まえ本病の発病圃場での耕種的防除法とし
て，赤色小斑を生じる株は，汚斑症状発生株と同様にク
ラウン部にも本菌が感染している蓋然性が高いため，圃
場からの除去対象にすることを提案したい。
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表－3　分離菌の接種により生じた病斑の種別割合（接種 14日後）

供試菌株 被覆時間 病斑総数
赤色小斑
発生率（％）

汚斑症状
発生率（％）

R―1
24   23    8.7    91.3

36   42    2.4    97.6

R―2
24     4 0 100

36 106    1.9    98.1

B―1
24   19    5.3    94.7

36   32 0 100

B―2
24   12 0 100

36   36    2.8    97.2

被覆時間は，分離菌の接種後にポリ袋内で湿潤処理をした
時間．




